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SQL Serverがクライアントとやり取りするメッセージのデータ構造
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今回はSQL ServerがADO.NETと

通信するときのメッセージ構造に

ついて説明する。前回、紹介した

Jetデータベースサーバーの実装の

続きなのだが、単純にSQL Server

のメッセージ内容に興味がある人

の参考にもなるだろう。またSQL

Serverのデータ構造についての学

習にもなるだろう。

いずれにしても、今回の内容は

SQL ServerとADO.NETのやり取

りをキャプチャしそれを私が解釈

したものなので、その解釈がどこ

まで正確なのかはわからない。私

が公表されていないインサイド情

報をもっていて、それを公開してい

るわけではない。調査し、試した

結果、どうやらちゃんと動いている

らしいというレベルだと考えてほしい。

サンプルプログラムは、Jetデー

タベースエンジンをデータベース

サーバーとして使用するJetデータ

ベースサーバーである（図1・2）。

本誌2006年8月号から作成してい

るSQLプロキシサーバーのカスタ

マイズ機能として実装されている。

ちなみにSQLプロキシサーバー自

体は、本連載の第12回（2006年4

月号）で紹介したサーバープログ

ラム開発用テンプレートである

ASTサーバーを使用している。で

きれば、このあたりの関係を正しく

理解してからソースコードを見て

ほしい。

また、今回提供するサンプルは

前号のサンプルとはいくつかの点

で異なっている。日付型データを

サポートしたからである。SQLプ

ロキシサーバーのカスタマイズ用プ

ロシージャである「AppSQLPrxy

ReceiveFromClient」プロシージャ

の実装は前号で説明したが、この

プロシージャのデータ型を識別す

る条件分岐に、次のような条件と

プロシージャの呼び出しが追加さ

れている。

SQL Serverがクライアントとやり取りする
メッセージのデータ構造

第19回

レベル 

1 2 3 4 5

■ Visual Studio 2005 Professional 
■ SQL Server 2000 
■ SQL Server 2005 
■ Access 2003

ツール 

この記事で取り上げたソースコード 
およびサンプルプログラムは、 
http://www.shoeisha.com/mag/windev/ 
からダウンロード可能です。 

サンプル 

■ Visual Basic

言語 

SQL Server
のデータ構造



126 Windows Developer Magazine

他にはメッセージデータをバイナリ配列に書き込むと

きに、配列の要素数を確認し、不足している場合には要

素を追加する「CheckByteArraySize」プロシージャを各

所で呼び出している。

今回はカスタマイズ用の「AppSQLPrxyReceiveFrom

Client」プロシージャから呼び出される次の2つのサブプ

ロージャの実装について説明する。

ひとつは上で引用したコードで呼び出されている

「JetDBSvrDateTimetoBinary」プロシージャである。こ

のプロシージャは、ADO.NETから読み取った日付デー

タをバイナリに変換するプロシージャである。

もうひとつは「JetDBSvrCreateMsgHeader」プロ

シージャで、ADO.NETに返信する結果セットを含む

メッセージのヘッダーを作成する。

数値型データに関しては前回説明したようにBitCon

verterクラスで変換が可能なのでサブプロシージャ化し

ていない。だが、BitConverterクラスがどのように数値

をバイナリデータに変換しているかについても後で説明

する。文字列型データは前回Encodingクラスを使って1

文字ずつ変換していたが、これは一括して変換するよう

に修正した。これは単にシフトJIS漢字コードを用いて

変換しているだけなので説明はしない。文字コードの変

換に関しては、本連載の第15回（2006年7月号）でカス

タマイズ可能なWeb用プロキシサーバーを作ったときに

も説明しているので参考にしてほしい。

今まで、この連載ではWebサーバーやメールサーバー

など一般的なサーバーアプリケーションを作成してきた。

Jetデータベースサーバーの場合は、SQL Serverを作成

していると考えてほしい。汎用的なデータベースサー

バーというよりは、SQL Serverという特定のデータベー

スサーバーなので、プロトコルの実装はあくまでもSQL

Serverに固有のものである。だから、Jetデータベース

サーバーにアクセスするには、ADO.NETの接続文字列

でSQL Serverを指定する必要がある。HTTPやSMTPと

違い、SQL Serverのプロトコルは、仕様が公開されてい

るわけではない。だから、まず初めにSQL Serverと

ADO.NETのやり取りをキャプチャしてプロトコルを解

析する必要がある。SQLプロキシサーバーを使えば、こ

のキャプチャが容易に行なえる。もちろん、TCP/IP用

のキャプチャソフトでも同じことは可能だが、SQLプロ

キシサーバーならばSQL Serverとやり取りされるデータ

だけが見れるので、ずっとわかりやすい。とはいえ、

HTTPやSMTPと違って、やり取りされる内容はバイナ

リデータである。決して人間に読みやすいようにできて

いるわけではない。

さて、今回のテーマは、SELECT文のような結果を持

つクエリが要求されたときに、SQL ServerがADO.NET

に返すメッセージのデータ構造である。図3のような構

造を持っていることが、今の時点で判明している。

これがすべてである。①から⑧までがヘッダーで、⑨
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図1：SQLプロキシサーバーをカスタマイズして作ったJetデータ
ベースサーバー

図2：クライアント
プログラムの例

SQL Serverが結果セット
を返すときのメッセージ構造

Case "System.DateTime"
cOffset = JetDBSvrDateTimetoBinary( _

byteSendData, row(column), cOffset)




